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保原地域の自治組織の役員を対象に防災セミナー
を開催しました。県危機管理部災害対策課の渡

邉勲防災専門監が「災害に対する地域の日頃の備え」
をテーマに講演し、災害時にとるべき行動や平常時か

ら心がけておく
ポイントを解説
しました。また、
防災は地域住民
同士の助け合い
が重要であるこ
とを参加者に訴
えました。

梁川美術館の企画展「水森亜土展～アドちゃんのク
リエイション展」（現在は終了）の来場者が3,000

人を突破しました。単独の企画展で来場者が3,000人
を超えたのは、開館以来初めてのことです。家族で来

場した馬場美有
さん（写真左か
ら 3 人目）が
3,000 人目とな
り、記念品とし
て水森亜土さん
の本などを贈呈
しました。

７月から新たに地域おこし支援員として霊山町大
石地区で活動する、浜田和彦さん（神奈川県出

身）に委嘱状を交付しました。浜田さんは「地域の人々
の暮らしに密着した歴史が好きです。今年は北畠顕家

の生誕 700 年
なので、地域の
歴史や魅力を
どんどん市外
に発信してい
きたい。」と抱
負を述べまし
た。

地域おこしに日々奮闘中！
　霊山町大石地区の地域おこし支援員になりました浜
田です。赴任してあっという間に 1カ月、まずは青い
自転車に乗って、顔を売る・地域を知る活動から始め
ています。
　私の思いは、歴史、自然豊かな里山の魅力を「見え
る化」し、外部に発信していくこと。特に、大石地区
は地区全体が文化財（有形・無形）の宝庫です。個人
的には、「神々に守られし村」としてこの地区をブラ
ンディングできないか思案中です。今後ともよろしく
お願いします。

 保原本庁舎 meeting

地域に新しい風を
地域おこし支援員が着任7/2

( 月 )

南北朝時代に活躍した武将、北畠顕家の生誕700周年
記念シンポジウムを開催しました。歴史コメンテータ

の金谷俊一郎さんが講演をした後、北畠氏ゆかりの地である、
青森市浪岡商工会長の一戸善正さん、津市多気北畠氏遺跡保

存・活用協議会
長の奥野友一さ
んらがパネリス
トを務め、北畠
氏の歴史を活用
した地域おこし
の取り組みなど
を紹介しました。

 伊達市ふるさと会館 symposium

北畠顕家の歴史をどう生かすか
シンポジウムを開催7/28

( 土 )

 伊達市梁川美術館 ceremony

水森亜土展の来場者が
3,000 人を突破

もりもり里山夏まつりが開催され、親子連れなど
約 50 人が参加しました。イベントでは、竹細

工や木工体験、流しそうめんが行われ、子どもたちが
里山の夏を楽しみました。このほか、「里山トライア

スロン」として、
竹の弓矢を使っ
ての的当てや、
手作りの車での
タイムアタック
が行われ、上位
を目指して競い
合いました。

 つきだて花工房・交流館もりもり event

自然に触れる夏
子どもたちが里山の魅力を体験

8/14
( 火 )

8/11
( 土 )

 保原本庁舎 sports

地域を災害から守るために
防災セミナーを開催8/2

( 木 )

大石地区の納涼祭でハーモ
ニカを演奏する浜田さん
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